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 日本共産党の小田桐たかしです、通告に従い、大きく３点、一般質問を行い

ます。  

大きな１、市長の政治姿勢について２点の聞きします。  

一つは、平成 29、2017 年、市内 2 つの小学校で発生した小学 1 年生に対す

る不適切指導と体罰についてです。不適切指導の事案は、令和 4 年第 2 回定例

会「報告第 12 号専決処分の報告」において損害賠償の和解が報告されました。

体罰については、同じ平成２９年当時、別の小学校で発生した小学校１年生へ

の事案で、当時、不適切指導という位置づけは、地方裁判所で争われ、本市が

敗訴し、体罰行為を認める判決が確定しました。  

しかし、今議会冒頭の市長の報告にも、議案にも、施政方針演説にも、一言

もありません。いまだに続く子どもの心身の不調を思えば、失望と強い怒りし

かありません。  

そこで市長にお聞きします。教育長任命も含めた人事権、予算権、執行権を

２０年もの間、掌握するとともに、総合教育会議のトップであり、かつタウン

ミーティングでは当該保護者からの訴えも直接お聞きした立場として、これら

の事案や経緯をどのように捉え、何を教訓にし、今後どのように対応を図るの

か、の答弁を求めます。  

 二つは、子どもの医療費助成の年齢拡充や学校体育館のエアコン設置などの

進捗及び制度設計について答弁を求めます。  

 

 次に大きな２、地域経済対策について、２点お聞きします。  

一つは、地域経済の好循環の促進をめざし、令和５～７年度の総合計画実施

計画ではどのような効果を期待し、どんな取り組みを図るのか。  

二つに、令和 4 年に実施した物価高騰対策は大きな好評を得ていることか

ら、令和 5 年度も現行制度は継続すべきだがどうか。  

また、家賃や光熱水費など事務所・店舗・工場などの固定費への支援  創設、

公共工事における分離分割発注方式の強化、必要資材等の地元発注を促進する

ための組織横断的な取り組みを強化すべきだがどうか、答弁を求めます。  

 

次に大きな３、中部地域の街づくりについて、（3）の常盤松中学に変換ミス

がありますので、訂正をお願いし、以下、３点お聞きします。  

（１）おおたかの森北地区を走る都市軸道路の４つの交差点について、住民

要望もある右折信号の早期設置を関係機関へ求めるべきだがどうか。  
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（２）令和 6 年 4 月開校予定の（仮称）市野谷小学校敷地南東部、つくばエ

クスプレス高架下交差点への手押し信号機設置の進捗はどうなっているのか。  

（３）市教育委員会によれば、令和４年度児童生徒数推計及び想定値を前提

とすると、令和１０年度、常磐松中学校で６教室が不足し、校舎増築するとし

ている。一方、常盤松中学校現校舎等は、以前市が実施した詳細診断でも劣化

の進行が高いことから、単なる教室不足の校舎増築ではなく、老朽化対策も兼

ねた校舎新増築が必要ではないかと考えるがどうか、答弁を求めます。  

 


